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＜日本語訳> 

 
Malo e lelei and Konnichiwa. 
皆様こんにちは。 
 

東京の喧騒を離れ、平和で静かな日本の地を訪れることはいつも素晴らしい機会となり
ます。邑楽はまさにこれにあたる美しい町です。本日、私は邑楽町への訪問を同じよう
に楽しみにしていた２名の同僚とともに参りました。皆様からの温かいお言葉と、再度
このように私を迎えて頂いたことに感謝をしたいと思います。 
 

本日はトンガの五つの R となる、resilience 回復力、respect 尊敬、recovery 復興、
replenishment 補充そして rebuilding 再建のために、皆様からの多大なるご支援を賜る
式典において皆様とお会いでき、大変光栄です。１月１５日の火山噴火とそれに続く津
波はトンガにおいて未曽有の災害であり、この日は私たちの心に永遠に刻まれることと
なりました。 
 

邑楽町は被災直後に NPO を通じて大使館へ１００万円の寄付をしてくださるなど、ト
ンガへの支援に手を貸してくれた素晴らしい友人です。寄付箱を町中に設置し、NPO
と共に、“KeKe”と呼ばれるトンガのドーナッツを開発し、売り上げの一部をトンガへ寄
付するよう尽力してくださった邑楽町の皆様に心から感謝いたします。「確実なる友は
不確実な事において見分けられる」と言われるように、東京 2020 オリンピック・パラ
リンピックのホストタウンで生まれた人と人とのつながりは、トンガと邑楽町の強い
「きずな」をはっきりと示しています。私たちの文化、スポーツそしてビジネスにおい
て、今後も関係が深まっていくことを楽しみにしております。 
 

トンガは、いまだ火山噴火と津波の被害から緊急復旧段階にあります。コロナ感染症の
拡大によりロックダウンが行われておりますが、安全な水、食料、仮設住宅の確保はで
きております。災害に強いインフラとよりよい復興のための基準に焦点を当てた 2022
年から 2025 年の短期中期計画の 3 年の復興計画が作成されました 
 

トンガ王国政府と国民を代表して、義援金をお寄せくださった邑楽町の皆様、そして金
子町⾧と継続的な人道支援に尽力してくださっている職員の皆様に心から御礼申し上
げます。 
 

また、日本の方々からの支援を活性化する活動を通じて強化された NPO のたゆまぬ努
力を認めざるをおえません。NPO の活動はあらゆるレベルにおいてトンガと日本の二
国間関係の強化に向けた大使館と NPO における重要なパートナーシップの証です。
様々な場面において NPO と協力できることを光栄に思います。ラトゥさん、トンガ王
国政府と国民を代表して、NPO を通じて応援してくださった皆様にも感謝の気持ちを
伝えて頂ければ幸いです。 
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皆様から頂いたすべての、そしてこれからも続く愛によりトンガは再び南太平洋の楽園
に戻ることができると信じております。金子町⾧をはじめ邑楽町の皆様そして NPO を
ご支援してくださっている皆様を、私たちの楽園にてお迎えすることを楽しみにしてお
ります。 
 
Malo ‘aupito / ‘Ofa atu 
心から感謝をこめて。 


